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栃木県那須塩原市のカラマツの人工林において、間伐、林道整備など
を行っています。当初木々が混み合い鬱蒼として暗かった森林は、太陽
の光が射し込む明るい森林に生まれ変わり、針葉樹と広葉樹が共存す
る針広混交林としてわたしたちの心を和ませてくれています。森林内には
「憩いの広場」を整備するなど、親しみやすい森林づくりが進んでいます。

太陽生命の森
も

林
り

栃木県那須塩原市

滋賀県高島市「森林公園くつきの森」の一角で、アカマツ林の保全、広葉樹林の育成、
ビオトープ整備などを行っています。かつて採草地、薪炭林として活用されていたこ
の森林は、「近畿の水がめ」といわれる琵琶湖の水を守るうえでも重要な役割を果た
しています。里山として人と密接な関わりを持っていた森林の原風景を維持しながら、
新しい形で人と関わる森林づくりを進めています。2023年10月には、環境省から生
物多様性の保全が図られている区域として「自然共生サイト」に認定されました。

太陽生命くつきの森
も
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滋賀県高島市

山形県上山市「西山ふるさと公園」の一角で、遊歩道整備、笹刈り、ホタルの生息地の環境整
備などを行っています。人里近いこの森林は、ホタルやハッチョウトンボの生息地であり、人々
の憩いの場所として親しまれてきました。初夏を告げるヒメサユリやハナショウブはわたしたち
の目を楽しませてくれます。この憩いの場所を後世に受け継いでいけるよう整備を進めています。
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 上山市西山エリア
山形県上山市 2024年

6月設置

滋賀県高島市
太陽生命くつきの森林

栃木県那須塩原市
太陽生命の森林

山形県上山市
太陽生命の森林
上山市西山エリア

小さないのちを守る

この森林には、ホタルや日本一小さなトンボ「ハッチョウトンボ」
が生息しています。美しい水がある穏やかな湿地を好むこれ
らの生きものたちは、自然環境の変化により全国的にその数

が減少しています。この小さないのちを
守るため、笹刈りなど生息環境を維持
する活動を行っています。

どんぐりプロジェクト

2011年から地元小学校と協働で「どんぐりプロジ
ェクト」を実施しています。３年生がどんぐりをポッ
トに植え付け、４年生が苗木を植え替え、５年生は
森林の働きを学び、６年生が卒業前の冬に苗木を
森林に植えます。地域の子どもたちと力を合わせて
どんぐりのなる木の新しい森林づくりが進んでいます。

毎年５月に公益財団法人日本ダウ
ン症協会栃木支部のご家族をお招
きして「森林教室」を開催しています。
社員が整備した「憩いの広場」で、
野点、ヨガ教室、音楽会、ダンスなど、
新緑と笑顔に包まれた森林での一
日を過ごしていただいています。

森林教室

い の ち 輝く元 気 な 森
も
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づくり

わたしたちにさまざまな恵みをもたらし、わたしたちの命を支えてくれている「森
も り

林」。
しかし、手入れが行き届かず元気がなくなっている森林がたくさんあります。
太陽生命は、国内３か所に「太陽生命の森

も

林
り

」を設置して、社員たちの手による森林保全活動を展開しています。
森林に育つ樹木の「いのち」、森林に棲む動物たちの「いのち」、そしてそこを訪れる人の「いのち」。
太陽の光が降り注ぎ、たくさんの「生

いのち

命」がきらきら輝く元気な森林づくりを進めています。

太陽生命の森
も

林
り


